
(57)【要約】

【課題】　アドホックネットワークに属する端末が、公

衆網に接続する機能を有する複数のゲートウェイの中か

ら最適なゲートウェイを選択する。

【解決手段】　端末Aが、公衆網に属する端末Nに接続す

ることを試みるとき、端末Aがゲートウェイ要請メッセ

ージを作成し、ブロードキャスト送信すると、端末B、C

、端末D、E、端末F、Gを経てゲートウェイにX、Y、Zに

よって受信される、ゲートウェイX、Y、Zはゲートウェ

イX、Y、Zが監視している帯域に関する情報を記述した

帯域情報通知メッセージを作成し、端末Aに対して送信

する。この帯域情報通知メッセージには端末B～Fが自分

が監視している周辺の無線帯域に関する情報が追記して

中継される。端末はこれら帯域情報通知メッセージをも

とに最適なゲートウェイを選択する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 他 端 末 か ら 送 信 さ れ た 無 線 信 号 パ ケ ッ ト を 中 継 す る 機 能 を 備 え る 無 線 送 受 信 機 を 有 す る
１ つ 以 上 の 端 末 と 、 前 記 端 末 と の 通 信 機 能 を 有 し 、 か つ 公 衆 網 と の 接 続 機 能 を 有 す る ２ つ
以 上 の ゲ ー ト ウ ェ イ か ら 構 成 さ れ る ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク に お い て 、
　 公 衆 網 に 接 続 す る こ と を 試 み る 端 末 が あ る と き 、
　 各 ゲ ー ト ウ ェ イ が 該 ゲ ー ト ウ ェ イ 自 身 に よ っ て 監 視 さ れ て い る 帯 域 に 関 す る 情 報 を 記 述
し た 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 作 成 し 、 該 ゲ ー ト ウ ェ イ が 前 記 端 末 に 対 し て 帯 域 情 報 通 知
メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る 段 階 と 、
　 前 記 ゲ ー ト ウ ェ イ か ら 前 記 端 末 ま で の 経 路 上 に 存 在 す る 他 端 末 が 該 他 端 末 に よ っ て 監 視
さ れ て い る 、 該 他 端 末 の 周 辺 の 無 線 帯 域 に 関 す る 情 報 を 前 記 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ に 追
記 し て 中 継 す る 段 階 と 、
　 該 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た 前 記 端 末 が 該 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を も と に 最
適 な ゲ ー ト ウ ェ イ を 選 択 す る 段 階 を 有 す る ゲ ー ト ウ ェ イ 選 択 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 端 末 が 、 ゲ ー ト ウ ェ イ を 発 見 す る こ と を 目 的 と し て ゲ ー ト ウ ェ イ 要 請 メ ッ セ ー ジ を
前 記 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク 内 に ブ ロ ー ド キ ャ ス ト 送 信 す る 段 階 を 有 し 、 前 記 各 ゲ ー ト ウ
ェ イ が 前 記 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 作 成 し 、 送 信 す る 段 階 が 、 前 記 端 末 か ら 前 記 ゲ ー ト
ウ ェ イ 要 請 メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た と き に 、 前 記 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 前 記 端 末 に 送 信
す る こ と を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の ゲ ー ト ウ ェ イ 選 択 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 各 ゲ ー ト ウ ェ イ が 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 作 成 し 、 送 信 す る 段 階 が 、 前 記 帯 域 情
報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 定 期 的 に 作 成 し 、 前 記 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 定 期 的 に 送 信 す る こ
と を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の ゲ ー ト ウ ェ イ 選 択 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 各 ゲ ー ト ウ ェ イ 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 作 成 し 、 送 信 す る 段 階 が 、 前 記 各 ゲ ー ト
ウ ェ イ が 、 該 ゲ ー ト ウ ェ イ 自 身 が 監 視 し て い る 帯 域 が 変 化 し た こ と を 検 知 し 、 こ の 変 化 を
契 機 に 前 記 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の ゲ ー ト ウ ェ
イ 選 択 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ に 追 記 し て 中 継 す る 前 記 他 端 末 が 、 該 他 端 末 が 監 視 す る 、
該 他 端 末 の 周 辺 の 無 線 帯 域 に 関 す る 情 報 を 通 知 す る メ ッ セ ー ジ を 前 記 端 末 に 送 信 す る こ と
を 含 む 、 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ゲ ー ト ウ ェ イ 選 択 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 他 端 末 は 、 該 他 端 末 が 監 視 す る 、 該 他 端 末 の 周 辺 の 無 線 帯 域 が 変 化 し た と き 、 該 帯
域 の 変 化 に 関 す る 情 報 を 前 記 メ ッ セ ー ジ と し て 前 記 端 末 に 送 信 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ５
に 記 載 の ゲ ー ト ウ ェ イ 選 択 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 他 端 末 が 前 記 メ ッ セ ー ジ を 前 記 端 末 に 定 期 的 に 送 信 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ５ に 記
載 の ゲ ー ト ウ ェ イ 選 択 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 他 端 末 が 前 記 メ ッ セ ー ジ を 前 記 端 末 に ユ ニ キ ャ ス ト 送 信 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ５
に 記 載 の ゲ ー ト ウ ェ イ 選 択 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 他 端 末 が 前 記 メ ッ セ ー ジ を 前 記 端 末 に 同 報 送 信 す る こ と を 含 み 、 前 記 他 端 末 に よ っ
て 同 報 送 信 さ れ た 前 記 メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た 端 末 が 該 端 末 周 辺 の 端 末 群 に 対 し 該 メ ッ セ ー
ジ を さ ら に 同 報 送 信 し 中 継 す る 段 階 を さ ら に 有 し 、 前 記 端 末 が 該 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ
を も と に 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ を 選 択 す る 段 階 が 、 前 記 の 中 継 同 報 送 信 さ れ た メ ッ セ ー ジ を
複 数 個 受 信 し 、 こ れ ら メ ッ セ ー ジ を も と に 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ を 選 択 し 、 か つ 該 最 適 な ゲ
ー ト ウ ェ イ ま で の 最 適 な 経 路 を 選 択 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ５ に 記 載 の ゲ ー ト ウ ェ イ 選 択
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方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 各 ゲ ー ト ウ ェ イ が 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 作 成 し 、 送 信 す る 段 階 が 、 前 記 端 末 が
、 該 ゲ ー ト ウ ェ イ を 利 用 し て 通 信 を 行 っ て い る 状 態 に あ る と き 、 該 ゲ ー ト ウ ェ イ が 該 ゲ ー
ト ウ ェ イ に よ っ て 監 視 さ れ て い る 帯 域 に 関 す る 情 報 を 記 述 し た 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を
作 成 し 、 該 ゲ ー ト ウ ェ イ が こ の 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 前 記 端 末 に 対 し て 定 期 的 に 送 信
す る こ と を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の ゲ ー ト ウ ェ イ 選 択 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 他 端 末 か ら 送 信 さ れ た 無 線 信 号 パ ケ ッ ト を 中 継 す る 機 能 を 備 え る 無 線 送 受 信 機 を 有 す る
端 末 で あ っ て 、 該 端 末 と の 通 信 機 能 を 有 し 、 か つ 公 衆 網 と の 接 続 機 能 を 有 す る ２ つ 以 上 の
ゲ ー ト ウ ェ イ と と も に ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 す る 端 末 に お い て 、
　 前 記 公 衆 網 に 接 続 す る こ と を 試 み る と き 、 前 記 各 ゲ ー ト ウ ェ イ が ゲ ー ト ウ ェ イ 自 身 に よ
っ て 監 視 さ れ て い る 帯 域 に 関 す る 情 報 を 記 述 し て 作 成 し 、 送 信 し 、 前 記 ゲ ー ト ウ ェ イ か ら
自 端 末 ま で の 経 路 上 に 存 在 す る 他 端 末 が 該 他 端 末 に よ っ て 監 視 さ れ て い る 、 該 他 端 末 の 周
辺 の 無 線 帯 域 に 関 す る 情 報 を 追 記 し て 中 継 し た 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る 手 段 と
、 前 記 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を も と に 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ を 選 択 す る 手 段 を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 端 末 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 ゲ ー ト ウ ェ イ を 発 見 す る こ と を 目 的 と し て ゲ ー ト ウ ェ イ 要 請 メ ッ セ ー ジ を 前 記 ア ド ホ ッ
ク ネ ッ ト ワ ー ク 内 に ブ ロ ー ド キ ャ ス ト 送 信 す る 手 段 を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の
端 末 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 の 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ を 選 択 す る 手 段 が 、 前 記 他 端 末 が 同 報 送 信 し た 、 該 他 端 末 の
周 辺 の 無 線 領 域 に 関 す る 情 報 を 通 知 す る メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た 端 末 が 該 端 末 周 辺 の 端 末 群
に 対 し て メ ッ セ ー ジ を さ ら に 同 報 送 信 し 中 継 し た 複 数 の メ ッ セ ー ジ を も と に 最 適 な ゲ ー ト
ウ ェ イ を 選 択 し 、 か つ 該 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ ま で の 最 適 な 経 路 を 選 択 す る 、 請 求 項 １ １ ま
た は １ ２ に 記 載 の 端 末 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 他 端 末 か ら 送 信 さ れ た 無 線 信 号 パ ケ ッ ト を 中 継 す る 機 能 を を 備 え る 無 線 送 受 信 機 を 有 す
る 端 末 と と も に ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 し 、 前 記 端 末 と の 通 信 機 能 と 、 公 衆 網 と の
接 続 機 能 を 有 す る ゲ ー ト ウ ェ イ に お い て 、
　 前 記 公 衆 網 に 接 続 す る こ と を 試 み る 端 末 が あ る と き 、 該 ゲ ー ト ウ ェ イ 自 身 に よ っ て 監 視
さ れ て い る 帯 域 に 関 す る 情 報 を 記 述 し た 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 作 成 す る 手 段 と 、 前 記
端 末 に 対 し て 前 記 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ゲ ー
ト ウ ェ イ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る 手 段 は 、 前 記 端 末 が 、 ゲ ー ト ウ ェ イ を 発 見 す る
こ と を 目 的 と し て 前 記 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク 内 に ブ ロ ー ド キ ャ ス ト 送 信 し た ゲ ー ト ウ ェ
イ 要 請 メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た と き に 、 前 記 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 前 記 端 末 に 送 信 す る
、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の ゲ ー ト ウ ェ イ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 作 成 す る 手 段 は 前 記 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 定 期 的 に
作 成 し 、 前 記 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る 手 段 は 前 記 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 定
期 的 に 送 信 す る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の ゲ ー ト ウ ェ イ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る 手 段 は 、 該 ゲ ー ト 自 身 が 監 視 し て い る 帯 域 が 変
化 し た こ と を 契 機 に 前 記 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の ゲ ー ト
ウ ェ イ 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 作 成 す る 手 段 は 、 前 記 端 末 が 該 ゲ ー ト ウ ェ イ を 利 用 し て
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通 信 を 行 っ て い る 状 態 に あ る と き 、 該 ゲ ー ト ウ ェ イ に よ っ て 監 視 さ れ て い る 帯 域 に 関 す る
情 報 を 記 述 し た 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 作 成 し 、 前 記 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 送 信 す
る 手 段 は 、 こ の 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 前 記 端 末 に 対 し て 定 期 的 に 送 信 す る 、 請 求 項 １
４ に 記 載 の ゲ ー ト ウ ェ イ 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 他 端 末 か ら 送 信 さ れ た 無 線 信 号 パ ケ ッ ト を 中 継 す る 機 能 を 備 え た 無 線 送 受 信
機 を 有 す る １ つ 以 上 の 端 末 と 、 端 末 と の 通 信 機 能 を 有 し 、 か つ 公 衆 網 と の 接 続 機 能 を 有 す
る ２ つ 以 上 の ゲ ー ト ウ ェ イ か ら 構 成 さ れ る ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク に 属 す る 端 末 が 公 衆 網
に 属 す る 端 末 と 接 続 し 通 信 を 行 う に あ た っ て 、 公 衆 網 に 接 続 す る 機 能 を 有 す る 複 数 の ゲ ー
ト ウ ェ イ の 中 か ら 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ を 選 択 す る 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク は 、 無 線 通 信 機 能 を 有 す る 移 動 端 末 が 集 合 し 構 成 さ れ る ネ ッ ト
ワ ー ク で あ り 、 電 波 が 届 か ず 直 接 情 報 を 交 換 で き な い 移 動 端 末 同 士 の 間 で 、 途 中 の 移 動 端
末 が 中 継 す る 機 能 、 す な わ ち マ ル チ ホ ッ プ 機 能 に よ り 互 い に 情 報 交 換 が 可 能 で あ る と い う
特 徴 を 持 つ (非 特 許 文 献 １ )。 ま た 、 一 般 に 、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク に 属 す る 移 動 端 末 が
公 衆 網 に 属 す る 端 末 に 接 続 し 通 信 を 行 う た め に は 、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク 内 に 、 公 衆 網
に 接 続 す る 機 能 を 有 す る ゲ ー ト ウ ェ イ が 設 置 さ れ る 。 こ こ で 、 公 衆 網 と は 一 般 に イ ン タ ー
ネ ッ ト 固 定 網 を 指 す 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。 図 ７ は 、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ
ー ク に 属 す る ２ つ の 端 末 が 互 い に 隣 接 関 係 に あ る 状 態 を 図 示 し た も の で 、 １ １ お よ び １ ２
は 隣 り 合 う 端 末 、 １ ３ お よ び １ ４ は そ れ ぞ れ 端 末 １ １ お よ び 端 末 １ ２ が 発 信 す る 無 線 電 波
の 到 達 範 囲 を 表 す 。 端 末 １ １ が １ ３ の 円 内 に 存 在 し 、 か つ 端 末 １ ２ が １ ４ の 円 内 に 存 在 す
る と き 、 端 末 １ １ と 端 末 １ ２ は 互 い に 無 線 電 波 に よ る 通 信 デ ー タ も し く は パ ケ ッ ト を 送 受
信 可 能 な 状 態 に あ り 、 こ の ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク に お い て 隣 接 関 係 に あ る 。 こ の 状 態 を
結 線 １ ５ に よ っ て 示 す 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 隣 接 関 係 に あ る 端 末 組 が 集 合 す る こ と に よ っ て 、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク が 形 成 さ れ る
。 図 ８ は ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク に お い て ゲ ー ト ウ ェ イ が 唯 一 つ 存 在 す る 場 合 を 図 示 し た
も の で 、 A～ Gお よ び Xは ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク １ １ ０ に 属 す る 端 末 で あ り 、 こ の う ち Xの
み が 、 公 衆 網 １ １ １ に 接 続 す る 機 能 を 有 す る ゲ ー ト ウ ェ イ で あ る 。 Nは 公 衆 網 １ １ １ に 属
す る 端 末 で あ っ て 、 Xは 公 衆 網 内 の 経 路 １ ７ を 利 用 し て 端 末 Nに 接 続 し 通 信 を 行 う こ と が 可
能 で あ る 。 図 ８ の ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク １ １ ０ に お け る 結 線 群 １ ６ は 、 図 ７ に お け る 結
線 １ ５ の 集 合 で あ り 、 こ れ に よ っ て ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク １ １ ０ が 形 成 さ れ る 。 互 い に
結 線 １ ６ が 結 ば れ て い な い 端 末 同 士 は 、 隣 接 関 係 に な く 直 接 電 波 を 送 り 通 信 す る こ と は で
き な い が 、 他 の 端 末 に 送 信 パ ケ ッ ト を 中 継 し て も ら う こ と 、 す な わ ち マ ル チ ホ ッ プ 中 継 機
能 を 有 す る ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク 用 ル ー テ ィ ン グ プ ロ ト コ ル を 用 い る こ と に よ っ て 、 直
接 の 無 線 到 達 範 囲 に な い 端 末 同 士 で あ っ て も 通 信 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。 す な わ ち 図 ８
に お い て 、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク １ １ ０ に 属 す る 全 て の 端 末 A～ Gお よ び Xは 、 マ ル チ ホ
ッ プ 中 継 機 能 を 用 い て 互 い に 通 信 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 図 ８ の ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク １
１ ０ に お い て 、 端 末 Dは 端 末 Eお よ び 端 末 Aと 隣 接 関 係 に あ り 、 端 末 Dは 端 末 Eお よ び Aと 電 波
を 用 い て デ ー タ な い し パ ケ ッ ト を 直 接 送 受 信 す る こ と が 可 能 で あ る 。 端 末 Dは 端 末 Bと は 隣
接 関 係 に な く 直 接 電 波 を 送 受 信 し あ う こ と は で き な い が 、 端 末 Dま た は 端 末 Bが 電 波 発 信 す
る デ ー タ な い し パ ケ ッ ト を 端 末 Aが 中 継 す る こ と に よ っ て 、 端 末 Dお よ び 端 末 Bは 互 い に 通
信 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 さ ら に 、 端 末 Aが 公 衆 網 １ １ １ に 属 す る 端 末 Nに 接 続 し 通 信 を 行 う た め に は 、 端 末 Aは 、
公 衆 網 １ １ １ と の 接 続 機 能 を 有 し 、 か つ ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク １ １ ０ に 属 す る ゲ ー ト ウ
ェ イ で あ る Xを 利 用 し な け れ ば な ら な い 。 端 末 Aが ゲ ー ト ウ ェ イ を 利 用 し 公 衆 網 に 属 す る 端
末 Nと 通 信 を 行 う 際 に 必 要 な 経 路 を 確 立 す る 技 術 に 関 し て は 、 特 許 文 献 １ な ど に 記 さ れ て
い る が 、 端 末 Aは 端 末 Nに 対 す る 通 信 を 試 み る 際 に ま ず 、 公 衆 網 １ １ １ と の 接 続 機 能 を 有 し
、 か つ ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク １ １ ０ に 属 す る ゲ ー ト ウ ェ イ で あ る Xの 存 在 、 お よ び 端 末 A
か ら Xに 至 る 経 路 を 知 ら な け れ ば な ら な い 点 に 留 意 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク に 属 す る 端 末 が ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク 内 に 存 在 す る 一 つ の ゲ
ー ト ウ ェ イ を 発 見 す る 方 法 は 、 非 特 許 文 献 ２ に よ っ て 説 明 さ れ て お り 、 ２ つ の 方 法 が あ る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 １ つ 目 は 、 ゲ ー ト ウ ェ イ が ゲ ー ト ウ ェ イ の 存 在 を 知 ら せ る こ と を 目 的 と し て 広 告 メ ッ セ
ー ジ を ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 全 端 末 に 対 し て 定 期 的 に ブ ロ ー ド キ ャ ス ト 送 信 す る プ
ロ ト コ ル で あ る 。 ２ つ 目 は 、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 端 末 １ が 公 衆 網 へ の 接 続 を 要 す
る 際 、 端 末 １ が ゲ ー ト ウ ェ イ を 発 見 す る こ と を 目 的 と し て ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク 内 に 存
在 す る 全 て の ゲ ー ト ウ ェ イ を 宛 先 と し た 要 請 メ ッ セ ー ジ を マ ル チ キ ャ ス ト 送 信 し 、 要 請 メ
ッ セ ー ジ を 受 信 し た ゲ ー ト ウ ェ イ が 該 ゲ ー ト ウ ェ イ 自 身 の 存 在 を 知 ら せ る た め の 広 告 メ ッ
セ ー ジ を 端 末 １ に 対 し て 送 信 す る プ ロ ト コ ル で あ る 。 こ れ ら ２ つ の ゲ ー ト ウ ェ イ 発 見 プ ロ
ト コ ル い ず れ か を 用 い る こ と に よ り 、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 端 末 は 、 公 衆 網 接 続 機
能 を 有 す る ゲ ー ト ウ ェ イ を 発 見 す る こ と が で き る 。 こ れ ら ゲ ー ト ウ ェ イ 発 見 プ ロ ト コ ル は
、 マ ル チ ホ ッ プ 中 継 機 能 を 有 す る ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク 用 ル ー テ ィ ン グ プ ロ ト コ ル 上 で
動 作 す る た め 、 端 末 １ は ゲ ー ト ウ ェ イ を 発 見 し た 段 階 で 、 該 ゲ ー ト ウ ェ イ に 至 る 経 路 、 あ
る い は 該 ゲ ー ト ウ ェ イ に パ ケ ッ ト を 送 信 す る 際 に 無 線 電 波 を 送 信 す べ き 隣 接 の 中 継 端 末 （
ネ ク ス ト ホ ッ プ 端 末 ） の い ず れ か を 知 り 、 そ の こ と を 端 末 １ の 経 路 表 （ ル ー テ ィ ン グ テ ー
ブ ル ） に 記 載 す る 。 端 末 １ が 知 り う る 内 容 が 、 該 ゲ ー ト ウ ェ イ に 至 る 経 路 全 体 に 関 す る 情
報 で あ る か 、 あ る い は 該 ゲ ー ト ウ ェ イ に パ ケ ッ ト を 送 信 す る 際 に 無 線 電 波 を 送 信 す べ き 隣
接 の ネ ク ス ト ホ ッ プ 中 継 端 末 の い ず れ で あ る か は 、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク に お い て 動 作
し て い る ル ー テ ィ ン グ プ ロ ト コ ル の 種 類 お よ び 端 末 １ の 仕 様 に 依 存 す る こ と で あ っ て 、 本
発 明 の 対 象 お よ び 本 発 明 の 効 果 と は 無 関 係 で あ る の で 、 簡 単 の た め 本 発 明 の 対 象 に お い て
は 、 端 末 １ は 該 ゲ ー ト ウ ェ イ に 至 る 経 路 全 体 を 知 り 、 そ れ を 端 末 １ の 経 路 表 に 記 載 す る こ
と が 可 能 で あ る と 仮 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 例 え ば 図 ８ に お い て 、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク １ １ ０ 内 の 端 末 Aは 、 上 記 ２ つ の い ず れ
か の ゲ ー ト ウ ェ イ 発 見 プ ロ ト コ ル に 基 づ い て ゲ ー ト ウ ェ イ Xを 発 見 し 、 Xに 至 る 経 路 す な わ
ち 端 末 Bお よ び Cを 経 て Xに 至 る 経 路 を 端 末 Aの 経 路 表 に 記 載 す る 。 端 末 Aは 、 端 末 Nの ア ド レ
ス を 宛 先 と す る パ ケ ッ ト を 送 信 す る と き 、 前 記 経 路 表 に 基 づ き こ の パ ケ ッ ト を ゲ ー ト ウ ェ
イ Xに 対 し て 送 信 す る 。 こ の パ ケ ッ ト は ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク １ １ ０ 内 の 端 末 Bお よ び C
に よ っ て 中 継 さ れ ゲ ー ト ウ ェ イ Xに 達 し 、 ゲ ー ト ウ ェ イ Xお よ び 経 路 １ ７ を 経 由 し 、 端 末 N
に 至 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 上 述 べ た よ う に 、 従 来 技 術 を 用 い る こ と に よ り 、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 端 末 は
ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク 内 に 存 在 す る 一 つ の ゲ ー ト ウ ェ イ を 発 見 し 該 ゲ ー ト ウ ェ イ を 利 用
し て 公 衆 網 に 接 続 す る こ と が 可 能 で あ る 。 た だ し 、 上 述 の ゲ ー ト ウ ェ イ 発 見 に 関 す る ２ つ
の 方 法 は 、 上 記 文 献 に お い て ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク に ゲ ー ト ウ ェ イ が 唯 一 つ 存 在 す る 場
合 に 限 る と 明 記 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 対 象 で あ る ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク は 、 一 つ の 無 線 チ ャ ネ ル 共 有 し た 複
数 の 端 末 に よ っ て 構 成 さ れ る 網 で あ る た め 、 端 末 の 無 線 電 波 到 達 範 囲 に 他 の 端 末 群 が 存 在
す る 場 合 、 １ つ あ た り の 端 末 が 無 線 通 信 に 利 用 で き る 帯 域 は 、 本 来 の 無 線 チ ャ ネ ル 自 体 が
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有 し て い る 帯 域 と 比 べ て 非 常 に 狭 く な る 。 こ の 事 実 は 、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク に お い て
伝 送 さ れ る パ ケ ッ ト が 途 中 の 端 末 に よ っ て 中 継 さ れ る マ ル チ ホ ッ プ 動 作 が 繰 り 返 さ れ 宛 先
ま で 伝 達 さ れ る と い う 特 性 に よ り 、 パ ケ ッ ト が 通 過 す る ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク 内 の マ ル
チ ホ ッ プ 経 路 の 帯 域 が 、 本 来 無 線 チ ャ ネ ル 自 体 が 持 つ 帯 域 に 比 べ 狭 く な る こ と を 意 味 す る
。 そ れ に 加 え て 、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 端 末 は 移 動 す る こ と が 可 能 で あ る た め 、 ア
ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 端 末 の 周 辺 の 無 線 帯 域 お よ び マ ル チ ホ ッ プ 経 路 の 帯 域 は 時 々 刻
々 動 的 に 変 化 す る 。 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク 内 の マ ル チ ホ ッ プ 経 路 の 実 効 的 な 帯 域 を 算 出
す る に は 、 各 端 末 が そ の 周 辺 の 無 線 チ ャ ネ ル の 利 用 状 況 を 監 視 し 、 そ れ を 基 に マ ル チ ホ ッ
プ 経 路 の 帯 域 を 算 出 す る と い う 手 順 が 必 要 と な る 。 な お 、 各 端 末 が そ の 周 辺 の 無 線 チ ャ ネ
ル の 利 用 状 況 を 監 視 す る 技 術 は 、 非 特 許 文 献 ３ に て 「 ビ ジ ー 割 合 の 定 義 」 な ど と し て 紹 介
さ れ て い る 。 マ ル チ ホ ッ プ 経 路 の 帯 域 を 算 出 す る 方 法 は 必 ず し も 一 通 り で な く 、 例 え ば 次
の よ う な 方 法 が 考 え ら れ る 。 例 え ば 、 図 ８ に お い て 端 末 Aの 監 視 す る 近 傍 無 線 帯 域 実 効 値
が ４ Mbps、 端 末 Bの 監 視 す る 近 傍 無 線 帯 域 実 効 値 が ５ Mbps、 端 末 Cの 監 視 す る 近 傍 無 線 帯 域
実 効 値 が ２ Mbps、 ゲ ー ト ウ ェ イ Xが 監 視 す る 近 傍 無 線 帯 域 実 効 値 が ３ Mbps、 お よ び ゲ ー ト
ウ ェ イ Xが 監 視 す る 公 衆 網 接 続 の た め の 有 線 経 路 の 帯 域 が １ ０ ０ Mbpsで あ っ た と し て 、 端
末 Aが 端 末 Bお よ び 端 末 Cお よ び ゲ ー ト ウ ェ イ Xに 至 る 経 路 ５ １ を 経 由 し て 公 衆 網 １ １ １ に 属
す る 端 末 Nに 接 続 す る と き 、 こ の 経 路 ５ １ 上 の 各 端 末 Ａ ， Ｂ ， Ｃ ， Ｘ が 監 視 す る 無 線 帯 域
値 の 最 小 値 、 す な わ ち 端 末 Cが 監 視 し た ２ Mbpsを 以 て 、 こ の 経 路 ５ １ の 帯 域 値 と 定 義 す る
こ と が 可 能 で あ る 。
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 述 し た 従 来 の ゲ ー ト ウ ェ イ 発 見 プ ロ ト コ ル は 、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク に ゲ ー ト ウ ェ
イ が 唯 一 つ 存 在 す る 場 合 を 想 定 し た 方 法 で あ っ て 、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク に ゲ ー ト ウ ェ
イ が 複 数 存 在 す る こ と を 前 提 と し て い な い 。 ゲ ー ト ウ ェ イ が 複 数 存 在 す る 場 合 、 各 ゲ ー ト
ウ ェ イ は 各 々 の 通 信 品 質 を も っ て 公 衆 網 に 接 続 し て お り 、 そ の 品 質 は 全 て の ゲ ー ト ウ ェ イ
に お い て 同 等 で あ る と は 限 ら な い 。 そ れ だ け で は な く 、 [背 景 技 術 ]で 述 べ た よ う に 、 各 ゲ
ー ト ウ ェ イ に 至 る ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 各 経 路 の 品 質 は 、 各 経 路 ご と に 大 き く 異 な
り 、 か つ 動 的 に 変 化 す る 。 し た が っ て 、 た と え 仮 に 上 述 し た 従 来 の プ ロ ト コ ル を 基 に し て
ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 端 末 が 複 数 の ゲ ー ト ウ ェ イ を 発 見 す る こ と が 可 能 で あ っ た と
し て も 、 発 見 し た 複 数 の ゲ ー ト ウ ェ イ の 中 の い ず れ が 最 適 で あ る か 判 断 す る 基 準 が 明 確 に
存 在 し な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 第 １ の 目 的 は 、 こ の 問 題 を 解 決 し 、 公 衆 網 に 接 続 す る 端 末 が 複 数
の ゲ ー ト ウ ェ イ の 中 か ら 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ を 選 択 す る 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 上 述 の よ う に ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク に お け る 通 信 品 質 上 の 最 大 の 問 題 点 は 、 ア
ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク に お け る マ ル チ ホ ッ プ 経 路 の 帯 域 の 狭 さ と そ の 動 的 な 変 化 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 第 ２ の 目 的 は 、 公 衆 網 に 接 続 す る 端 末 が ゲ ー ト ウ ェ イ を 選 択 す る
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に あ た り 、 前 述 の よ う に ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 経 路 の 帯 域 状 況 を 考 慮 す る こ と を 可
能 に す る 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク に お け る 端 末 が 、 ゲ ー ト ウ ェ イ を 発 見 す る 段 階 に お い て
、 同 一 の ゲ ー ト ウ ェ イ に 対 し て 複 数 の 経 路 が 存 在 す る こ と を 知 る 場 合 が あ る が 、 そ の よ う
な 場 合 に お い て い ず れ の 経 路 を 選 択 す る べ き で あ る か と い う 基 準 と し て は 、 一 般 に 旧 来 か
ら ホ ッ プ 数 が 用 い ら れ て き た 。 し か し [背 景 技 術 ]の 項 に て 述 べ た よ う に 、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ
ト ワ ー ク に お い て は マ ル チ ホ ッ プ 経 路 の 帯 域 の 狭 さ と そ の 動 的 な 変 化 が 大 き な 通 信 品 質 上
の 障 害 と な っ て い る こ と か ら 、 ホ ッ プ 数 の 代 わ り に マ ル チ ホ ッ プ 経 路 の 帯 域 に 関 す る 情 報
を 利 用 し て 、 端 末 か ら ゲ ー ト ウ ェ イ に 至 る 経 路 を 適 切 に 選 択 す る 機 構 を 提 供 す る こ と が 、
本 発 明 の 第 ３ の 目 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 第 ４ の 目 的 は 、 上 記 方 法 を 実 施 す る た め の 端 末 お よ び ゲ ー ト ウ ェ イ を
提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の ゲ ー ト ウ ェ イ の 選 択 方 法 で は 、 他 端 末 か ら 送 信 さ
れ た 無 線 信 号 パ ケ ッ ト を 中 継 す る 機 能 を 備 え る 無 線 送 受 信 機 を 有 す る １ つ 以 上 の 端 末 と 、
端 末 と の 通 信 機 能 を 有 し 、 か つ 公 衆 網 と の 接 続 機 能 を 有 す る ２ つ 以 上 の ゲ ー ト ウ ェ イ か ら
構 成 さ れ る ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク に お い て 、
　 公 衆 網 に 接 続 す る こ と を 試 み る 端 末 が あ る と き 、
　 各 ゲ ー ト ウ ェ イ が 、 該 ゲ ー ト ウ ェ イ 自 身 に よ っ て 監 視 さ れ て い る 帯 域 に 関 す る 情 報 を 記
述 し た 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 作 成 し 、 該 ゲ ー ト ウ ェ イ が 前 記 端 末 に 対 し て 帯 域 情 報 通
知 メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る 段 階 と 、
　 前 記 ゲ ー ト ウ ェ イ か ら 前 記 端 末 ま で の 経 路 上 に 存 在 す る 他 端 末 が 該 他 端 末 に よ っ て 監 視
さ れ て い る 、 該 他 端 末 の 周 辺 の 無 線 帯 域 に 関 す る 情 報 を 前 記 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ に 追
記 し て 中 継 す る 段 階 と 、
　 該 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た 前 記 端 末 が 該 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を も と に 最
適 な ゲ ー ト ウ ェ イ を 選 択 す る 段 階 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ は 中 継 端 末 に よ っ て 帯 域 の 情 報 が 追 記 さ れ る た め 、 帯 域 情 報 通
知 メ ッ セ ー ジ に は 、 こ の 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ が 経 由 し た 経 路 に つ い て の 帯 域 に 関 す る
情 報 が 記 載 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た 前 記 端 末 は 、 ゲ
ー ト ウ ェ イ の 存 在 を 知 る こ と が で き る だ け で な く 、 そ の ゲ ー ト ウ ェ イ ま で の 経 路 の 帯 域 に
関 す る 情 報 を 取 得 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 実 施 態 様 で は 、 前 記 端 末 が 、 ゲ ー ト ウ ェ イ を 発 見 す る こ と を 目 的 と し て ゲ ー ト
ウ ェ イ 要 請 メ ッ セ ー ジ を 前 記 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク 内 に ブ ロ ー ド キ ャ ス ト 送 信 す る 段 階
を 有 し 、 前 記 各 ゲ ー ト ウ ェ イ が 前 記 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 作 成 し 、 送 信 す る 段 階 が 、
前 記 端 末 か ら 前 記 ゲ ー ト ウ ェ イ 要 請 メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た と き に 、 前 記 帯 域 情 報 通 知 メ ッ
セ ー ジ を 前 記 端 末 に 送 信 す る こ と を 含 み 、 前 記 端 末 が 公 衆 網 に 接 続 す る 必 要 が 生 じ た 場 合
に 、 ゲ ー ト ウ ェ イ ま で の 経 路 の 帯 域 情 報 を 利 用 し て ゲ ー ト ウ ェ イ を 選 択 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 態 様 で は 、 ゲ ー ト ウ ェ イ が 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 作 成 し 、 送 信 す
る 段 階 が 、 前 記 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 定 期 的 に 作 成 し 、 前 記 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ
を 定 期 的 に 送 信 す る こ と を 含 み 、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 端 末 が 公 衆 網 に 接 続 す る と
き に ゲ ー ト ウ ェ イ を 新 た に 発 見 す る 動 作 を 必 要 と す る こ と な く 、 ゲ ー ト ウ ェ イ に 至 る 経 路
の 帯 域 情 報 を 利 用 し て ゲ ー ト ウ ェ イ を 選 択 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 態 様 で は 、 ゲ ー ト ウ ェ イ が 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 作 成 し 、 送 信 す
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る 段 階 が 、 ゲ ー ト ウ ェ イ が 、 該 ゲ ー ト ウ ェ イ 自 身 が 監 視 し て い る 帯 域 が 変 化 し た こ と を 検
知 し 、 こ の 変 化 を 契 機 に 前 記 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る こ と を 含 み 、 ゲ ー ト ウ ェ
イ が 監 視 し て い る 帯 域 に 関 す る 情 報 を 前 記 端 末 に 即 座 に 通 知 す る こ と で 、 前 記 端 末 に 対 し
て 該 ゲ ー ト ウ ェ イ ま で の 経 路 の 最 新 の 帯 域 情 報 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 態 様 で は 、 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ に 追 記 し て 中 継 す る 前 記 他 端 末 が
、 該 他 端 末 が 監 視 す る 、 該 他 端 末 の 周 辺 の 無 線 帯 域 に 関 す る 情 報 を 通 知 す る メ ッ セ ー ジ を
前 記 他 端 末 に 送 信 す る こ と を 含 み 、 前 記 端 末 に 対 し て 他 端 末 を 経 て ゲ ー ト ウ ェ イ に 至 る 経
路 に つ い て の 帯 域 情 報 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 態 様 で は 、 前 記 他 端 末 は 、 該 他 端 末 が 監 視 す る 、 該 他 端 末 の 周 辺 の 無
線 帯 域 が 変 化 し た と き 、 該 帯 域 の 変 化 に 関 す る 情 報 を 前 記 メ ッ セ ー ジ と し て 前 記 端 末 に 送
信 す る こ と を 含 む 。 こ の 中 継 端 末 が 監 視 し て い る 帯 域 の 変 化 に 関 す る 情 報 を 前 記 端 末 に 即
座 に 通 知 す る こ と で 、 前 記 端 末 に 対 し て 中 継 端 末 を 経 て ゲ ー ト ウ ェ イ に 至 る 経 路 の 最 新 の
帯 域 情 報 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 態 様 で は 、 前 記 他 端 末 が 前 記 メ ッ セ ー ジ を 前 記 端 末 に 定 期 的 に 送 信 す
る こ と を 含 む 。 中 継 端 末 が 監 視 し て い る 帯 域 に 関 す る 情 報 を 前 記 端 末 に 定 期 的 に 通 知 す る
こ と で 、 前 記 端 末 に 対 し て 中 継 端 末 を 経 て ゲ ー ト ウ ェ イ に 至 る 経 路 の 最 新 の 帯 域 情 報 を 提
供 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 態 様 で は 、 前 記 他 端 末 が 前 記 メ ッ セ ー ジ を 前 記 端 末 に ユ ニ キ ャ ス ト 送
信 す る こ と を 含 む 。 中 継 端 末 が 監 視 し て い る 帯 域 に 関 す る 情 報 を 前 記 端 末 に ユ ニ キ ャ ス ト
を 用 い て 通 知 す る こ と で 、 前 記 端 末 に 対 し て 中 継 端 末 を 経 由 し ゲ ー ト ウ ェ イ に 至 る 経 路 の
帯 域 情 報 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 態 様 で は 、 前 記 他 端 末 が 前 記 メ ッ セ ー ジ を 前 記 端 末 に 同 報 送 信 す る こ
と を 含 み 、 前 記 他 端 末 に よ っ て 同 報 送 信 さ れ た 前 記 メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た 端 末 が 該 端 末 周
辺 の 端 末 群 に 対 し 該 メ ッ セ ー ジ を さ ら に 同 報 送 信 し 中 継 す る 段 階 を さ ら に 有 し 、 前 記 端 末
が 該 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を も と に 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ を 選 択 す る 段 階 が 、 前 記 の 中 継
同 報 送 信 さ れ た メ ッ セ ー ジ を 複 数 個 受 信 し 、 こ れ ら メ ッ セ ー ジ を も と に 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ
イ を 選 択 し 、 か つ 該 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ ま で の 最 適 な 経 路 を 選 択 す る こ と を 含 む 。 中 継 端
末 が 監 視 し て い る 帯 域 に 関 す る 情 報 を 複 数 の 経 路 を 通 し て 前 記 端 末 に 送 信 す る こ と で 、 前
記 端 末 が 既 に 知 っ て い た ゲ ー ト ウ ェ イ に 至 る 経 路 に お け る 帯 域 が 変 化 し た と き 、 該 ゲ ー ト
ウ ェ イ に 至 る 複 数 の 経 路 、 す な わ ち 代 替 と な り う る 該 ゲ ー ト ウ ェ イ 利 用 経 路 の 帯 域 情 報 を
前 記 端 末 に 対 し て 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 態 様 で は 、 前 記 各 ゲ ー ト ウ ェ イ が 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 作 成 し 、
送 信 す る 段 階 が 、 前 記 他 端 末 が 、 該 ゲ ー ト ウ ェ イ を 利 用 し て 通 信 を 行 っ て い る 状 態 に あ る
と き 、 該 ゲ ー ト ウ ェ イ が 該 ゲ ー ト ウ ェ イ に よ っ て 監 視 さ れ て い る 帯 域 に 関 す る 情 報 を 記 述
し た 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 作 成 し 、 該 ゲ ー ト ウ ェ イ が こ の 帯 域 通 知 メ ッ セ ー ジ を 前 記
端 末 に 対 し て 定 期 的 に 送 信 す る こ と を 含 む 。 ゲ ー ト ウ ェ イ が 監 視 し て い る 帯 域 に 関 す る 情
報 を 、 公 衆 網 と 通 信 状 態 に あ る 前 記 端 末 に 通 知 す る こ と で 、 前 記 端 末 に 対 し て 該 ゲ ー ト ウ
ェ イ ま で の 経 路 に つ い て の 最 新 の 帯 域 情 報 を 提 供 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 公 衆 網 に 接 続 す る こ と を 試 み る ア ド ホ ッ ク ネ ッ
ト ワ ー ク 内 の 端 末 は 、 複 数 の ゲ ー ト ウ ェ イ を 発 見 し 、 か つ そ れ ら ゲ ー ト ウ ェ イ に 至 る ア ド
ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 経 路 の 帯 域 に 関 す る 情 報 を 得 る こ と が で き 、 該 端 末 は 最 も 帯 域 の
条 件 が 優 れ て い る 経 路 上 に あ る ゲ ー ト ウ ェ イ を 選 択 し 、 公 衆 網 に 接 続 す る こ と が で き る と
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い う 効 果 が 得 ら れ る 。 ま た 、 公 衆 網 に 接 続 す る こ と を 試 み る ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク 内 の
端 末 が 、 ゲ ー ト ウ ェ イ ま で の 経 路 の 帯 域 に 関 す る 情 報 を 随 時 も し く は 定 期 的 に 受 信 す る こ
と に よ っ て 、 該 端 末 は ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 帯 域 状 況 の 変 化 に 応 じ て 、 ゲ ー ト ウ ェ
イ お よ び 該 ゲ ー ト ウ ェ イ に 至 る 経 路 を 選 択 す る こ と が 可 能 に な る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ［ 第 １ の 実 施 形 態 ］
　 図 １ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ に お い て 、 A～ Gお よ び X～ Zは ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク １ １ ０ に 属 す る 端 末 で あ り 、
こ の う ち の 端 末 X～ Zの み が 、 公 衆 網 １ １ １ に 接 続 す る 機 能 を 有 す る ゲ ー ト ウ ェ イ で あ る 。
Nは 公 衆 網 １ １ １ に 属 す る 端 末 で あ っ て 、 Xは 経 路 １ ７ を 利 用 し て Nに 接 続 し 通 信 を 行 う こ
と が 可 能 で あ り 、 Yは 経 路 １ ８ を 利 用 し て Nに 接 続 し 通 信 を 行 う こ と が 可 能 で あ り 、 Zは 経
路 １ ９ を 利 用 し て Nに 接 続 し 通 信 を 行 う こ と が 可 能 で あ る と す る 。 図 １ の ア ド ホ ッ ク ネ ッ
ト ワ ー ク １ １ ０ に お け る 結 線 群 １ ６ は 、 図 ７ に お け る 結 線 １ ５ の 集 合 で あ り 、 こ れ に よ っ
て ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク １ １ ０ が 形 成 さ れ る 。 互 い に 結 線 １ ６ が 結 ば れ て い な い 端 末 同
士 は 、 隣 接 関 係 に な く 直 接 電 波 を 送 り 通 信 す る こ と は で き な い が 、 他 の 端 末 に 送 信 パ ケ ッ
ト を 中 継 し て も ら う こ と 、 す な わ ち マ ル チ ホ ッ プ に よ っ て 、 直 接 の 無 線 到 達 範 囲 に な い 端
末 同 士 で あ っ て も 通 信 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ２ は 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 公 衆 網 接 続 の 経 路 を 示 し た 図 で あ り 、 図 ３ は 第 １ の 実 施
形 態 の 動 作 の 流 れ を 示 す シ ー ケ ン ス で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 １ に お い て 、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク １ １ ０ に 属 す る 端 末 Aが 、 公 衆 網 １ １ １ に 属 す
る 端 末 Nに 接 続 す る こ と を 初 め て 試 み る と き 、 端 末 Aは ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク １ １ ０ に 属
す る ゲ ー ト ウ ェ イ を 探 索 す る た め 、 ゲ ー ト ウ ェ イ 要 請 メ ッ セ ー ジ 作 成 し 、 こ の メ ッ セ ー ジ
を 端 末 Aに 隣 接 す る 端 末 群 に 対 し て ブ ロ ー ド キ ャ ス ト 送 信 す る （ ス テ ッ プ １ ０ １ ） 。 ス テ
ッ プ １ ０ １ に お い て 端 末 Aに よ っ て ブ ロ ー ド キ ャ ス ト さ れ た ゲ ー ト ウ ェ イ 要 請 メ ッ セ ー ジ
は 、 ス テ ッ プ １ ０ ２ に お い て 端 末 Aの 隣 接 端 末 Bに よ っ て 受 信 さ れ た と す る と 、 端 末 Bは 受
信 し た ゲ ー ト ウ ェ イ 要 請 メ ッ セ ー ジ を 中 継 す る た め 、 端 末 Bに 隣 接 す る 端 末 群 に 対 し て ブ
ロ ー ド キ ャ ス ト 送 信 す る 。 ス テ ッ プ １ ０ ２ に お い て 端 末 Bに よ っ て 中 継 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト
さ れ た ゲ ー ト ウ ェ イ 要 請 メ ッ セ ー ジ は 、 ス テ ッ プ １ ０ ３ に お い て 端 末 Bの 隣 接 端 末 Cに よ っ
て 受 信 さ れ た と す る と 、 端 末 Cは 受 信 し た ゲ ー ト ウ ェ イ 要 請 メ ッ セ ー ジ を 中 継 す る た め 、
端 末 Cに 隣 接 す る 端 末 群 に 対 し て ブ ロ ー ド キ ャ ス ト 送 信 す る 。 ス テ ッ プ １ ０ ３ に お い て 端
末 Cに よ っ て 中 継 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト さ れ た ゲ ー ト ウ ェ イ 要 請 メ ッ セ ー ジ は 、 ス テ ッ プ １ ０
４ に お い て 端 末 Cに 隣 接 す る ゲ ー ト ウ ェ イ Xに よ っ て 受 信 さ れ 、 ゲ ー ト ウ ェ イ Xは ゲ ー ト ウ
ェ イ X自 身 の 存 在 を 端 末 Aに 知 ら せ る こ と を 目 的 に 、 端 末 Aを 宛 先 と す る ゲ ー ト ウ ェ イ 広 告
メ ッ セ ー ジ を 作 成 す る 。 ゲ ー ト ウ ェ イ Xに よ っ て 作 成 さ れ た こ の ゲ ー ト ウ ェ イ 広 告 メ ッ セ
ー ジ に は 、 ゲ ー ト ウ ェ イ Xが 監 視 す る 帯 域 に 関 す る 情 報 が 記 載 さ れ る 。 そ の 上 で ゲ ー ト ウ
ェ イ Xは 、 こ の ゲ ー ト ウ ェ イ 広 告 メ ッ セ ー ジ を 端 末 Aを 宛 先 に し て ユ ニ キ ャ ス ト 送 信 す る 目
的 で 、 ゲ ー ト ウ ェ イ Xか ら 端 末 Aに 至 る 最 短 経 路 （ す な わ ち ゲ ー ト ウ ェ イ Xか ら 端 末 C、 端 末
Bを 経 て 端 末 Aに 至 る 経 路 ５ １ ） 上 に 存 在 し 、 か つ ゲ ー ト ウ ェ イ Xに 隣 接 す る 端 末 Cに 対 し て
、 こ の ゲ ー ト ウ ェ イ 広 告 メ ッ セ ー ジ を ユ ニ キ ャ ス ト 送 信 す る 。 ゲ ー ト ウ ェ イ 広 告 メ ッ セ ー
ジ を 受 信 し た 端 末 Cは 、 ス テ ッ プ １ ０ ５ に お い て 、 端 末 Cが 監 視 し て い る 端 末 C周 辺 の 無 線
帯 域 に 関 す る 情 報 を 、 受 信 し た こ の ゲ ー ト ウ ェ イ 広 告 メ ッ セ ー ジ に 追 記 し 、 追 記 さ れ た こ
の ゲ ー ト ウ ェ イ 広 告 メ ッ セ ー ジ を 端 末 Aに 対 し て ユ ニ キ ャ ス ト 中 継 送 信 す る 目 的 で 、 端 末 C
か ら 端 末 Aに 至 る 最 短 経 路 上 に あ り 、 か つ 端 末 Cに 隣 接 す る 端 末 Bに 対 し て 、 追 記 さ れ た こ
の ゲ ー ト ウ ェ イ 広 告 メ ッ セ ー ジ を ユ ニ キ ャ ス ト 送 信 す る 。 ス テ ッ プ １ ０ ５ に お い て 端 末 C
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が 中 継 送 信 し た ゲ ー ト ウ ェ イ 広 告 メ ッ セ ー ジ は 、 ス テ ッ プ １ ０ ６ に お い て 、 端 末 Cに 隣 接
す る 端 末 Bに よ っ て 受 信 さ れ 、 ス テ ッ プ １ ０ ５ と 同 様 に 、 端 末 Bは 、 端 末 Bが 監 視 し て い る
端 末 B周 辺 の 無 線 帯 域 に 関 す る 情 報 を 、 受 信 し た こ の ゲ ー ト ウ ェ イ 広 告 メ ッ セ ー ジ に 追 記
し 、 追 記 さ れ た こ の ゲ ー ト ウ ェ イ 広 告 メ ッ セ ー ジ を 端 末 Aに 対 し て ユ ニ キ ャ ス ト 中 継 送 信
す る 目 的 で 、 端 末 Bに 隣 接 す る 端 末 Aに 対 し て ユ ニ キ ャ ス ト 中 継 送 信 す る 。 ス テ ッ プ １ ０ ６
に お い て 端 末 Bに よ っ て 中 継 さ れ た ゲ ー ト ウ ェ イ 広 告 メ ッ セ ー ジ は 、 ス テ ッ プ １ ０ ７ に お
い て 端 末 Aに よ っ て 受 信 さ れ る 。 こ こ で 、 端 末 Aが 受 信 し た ゲ ー ト ウ ェ イ 広 告 メ ッ セ ー ジ に
は 、 ス テ ッ プ １ ０ ４ 、 １ ０ ５ 、 １ ０ ６ に お い て 端 末 Aか ら ゲ ー ト ウ ェ イ Xに 至 る 経 路 ５ １ 上
の 全 て の 中 継 端 末 が 関 わ る 帯 域 に つ い て の 情 報 が 記 載 さ れ て お り 、 端 末 Aは こ の 情 報 を 用
い て 、 端 末 Aか ら 端 末 Bお よ び 端 末 Cを 経 て ゲ ー ト ウ ェ イ Xに 至 る 経 路 ５ １ の 帯 域 値 を 帯 域 情
報 ６ １ と し て 算 出 す る こ と が で き る 。 な お 、 経 路 ５ １ の 帯 域 値 で あ る 帯 域 情 報 ６ １ を 算 出
す る 方 法 と し て は 、 従 来 の 技 術 に 述 べ た よ う に 、 こ の 経 路 ５ １ 上 の 各 端 末 が 監 視 す る 無 線
帯 域 値 の 中 の 最 小 値 を 以 て 帯 域 情 報 ６ １ と す る 方 法 等 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ゲ ー ト ウ ェ イ Xは 経 路 １ ７ を 経 由 し て 端 末 Nに 接 続 す る こ と が 可 能 で あ る の で 、 こ の 段 階
で 、 端 末 Aは 経 路 ５ １ を 用 い て ゲ ー ト ウ ェ イ Xを 利 用 す れ ば 端 末 Nに 接 続 可 能 で あ る こ と を
知 る 。 同 時 に 前 記 の よ う に 端 末 Aは 経 路 ５ １ に 関 す る 帯 域 情 報 ６ １ を 得 る （ 図 ２ ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ス テ ッ プ １ ０ １ に お い て 端 末 Aに よ っ て ブ ロ ー ド キ ャ ス ト さ れ た ゲ ー ト ウ ェ イ 要 請 メ ッ
セ ー ジ は 、 上 記 端 末 Bお よ び 端 末 Cに お け る と 同 様 に 端 末 Dお よ び E、 Fお よ び Gに よ っ て も 中
継 さ れ 、 ゲ ー ト ウ ェ イ Yお よ び ゲ ー ト ウ ェ イ Zに お い て 受 信 さ れ る 。 ゲ ー ト ウ ェ イ Yお よ び
ゲ ー ト ウ ェ イ Zで は 、 ゲ ー ト ウ ェ イ Xに お け る ス テ ッ プ １ ０ ４ と 同 様 の 手 続 き を 経 て 各 々 の
ゲ ー ト ウ ェ イ 広 告 メ ッ セ ー ジ が 作 成 さ れ 、 端 末 Aに 向 か っ て ユ ニ キ ャ ス ト 送 信 さ れ る 。 ゲ
ー ト ウ ェ イ Yが 送 信 し た ゲ ー ト ウ ェ イ 広 告 メ ッ セ ー ジ は 、 端 末 Cに お け る ス テ ッ プ １ ０ ５ と
同 様 の 手 続 き を 行 っ た 中 継 端 末 E、 お よ び 端 末 Bに お け る ス テ ッ プ １ ０ ６ と 同 様 に 手 続 き を
行 っ た 中 継 端 末 Dを 経 由 し て 端 末 Aに よ っ て 受 信 さ れ る 。 ス テ ッ プ １ ０ ７ と 同 様 に 、 端 末 A
は 端 末 Dお よ び 端 末 Eを 経 て ゲ ー ト ウ ェ イ Yに 至 る 経 路 ５ ２ を 用 い て ゲ ー ト ウ ェ イ Yを 利 用 す
れ ば 端 末 Nに 接 続 可 能 で あ る こ と を 知 り 、 同 時 に 経 路 ５ ２ の 帯 域 情 報 ６ ２ を 得 る 。 同 様 に
、 ゲ ー ト ウ ェ イ Zが 送 信 し た ゲ ー ト ウ ェ イ 広 告 メ ッ セ ー ジ は 、 端 末 Cに お け る ス テ ッ プ １ ０
５ と 同 様 の 手 続 き を 行 っ た 中 継 端 末 G、 お よ び 端 末 Bに お け る ス テ ッ プ １ ０ ６ と 同 様 の 手 続
き を 行 っ た 中 継 端 末 Fを 経 由 し て 端 末 Aに よ っ て 受 信 さ れ 、 ス テ ッ プ １ ０ ７ と 同 様 に 、 端 末
Aは 端 末 Fお よ び 端 末 Gを 経 て ゲ ー ト ウ ェ イ Zに 至 る 経 路 ５ ３ を 用 い て ゲ ー ト ウ ェ イ Zを 利 用
す れ ば 端 末 Nに 接 続 可 能 で あ る こ と を 知 り 、 同 時 に 経 路 ５ ３ の 帯 域 情 報 ６ ３ を 得 る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 の ス テ ッ プ に よ り 、 端 末 Aは 公 衆 網 １ １ １ に 属 す る 端 末 Nに 接 続 す る 目 的 で 利 用 す る
こ と が 可 能 で あ る ゲ ー ト ウ ェ イ X、 Y、 Zを 発 見 し 、 各 ゲ ー ト ウ ェ イ X、 Y、 Zに 至 る 経 路 ５ １
、 ５ ２ 、 ５ ３ を 知 る 。 そ れ と 同 時 に 、 一 連 の ス テ ッ プ １ ０ ４ 、 １ ０ ５ 、 １ ０ ６ に よ り ゲ ー
ト ウ ェ イ 広 告 メ ッ セ ー ジ は [課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 ]に て 述 べ た 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー
ジ と し て 作 用 す る た め 、 端 末 Aは 各 経 路 ５ １ 、 ５ ２ 、 ５ ３ の 帯 域 情 報 、 す な わ ち ６ １ 、 ６
２ 、 ６ ３ を 得 る 。 端 末 Aは 、 帯 域 情 報 ６ １ と 帯 域 情 報 ６ ２ と 帯 域 情 報 ６ ３ を 比 較 し 、 こ れ
ら 帯 域 情 報 の 中 で 最 も 大 き い 帯 域 値 を 持 つ 経 路 お よ び こ れ に 属 す る ゲ ー ト ウ ェ イ を 、 端 末
Nへ の 接 続 に 際 し 利 用 す る 。 図 ３ の ス テ ッ プ １ ０ ９ ～ １ １ ０ は 帯 域 情 報 ６ ２ お よ び ６ ３ と
比 較 し て 帯 域 情 報 ６ １ に お け る 帯 域 値 が 最 も 大 き い 値 で あ っ た 場 合 の 例 を 示 し て お り 、 ス
テ ッ プ １ ０ ９ に お い て 経 路 ５ １ ～ ５ ３ の 中 か ら 最 適 な 帯 域 情 報 を 持 つ 経 路 ５ １ を 選 択 し た
端 末 Aは 、 ス テ ッ プ １ １ ０ を 通 じ て 、 最 も 帯 域 値 が 大 き い 経 路 ５ １ を 経 て 利 用 可 能 で あ る
ゲ ー ト ウ ェ イ Xを 介 し て 公 衆 網 １ １ １ に 属 す る 端 末 Nへ の 接 続 に 接 続 す る こ と が 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 上 の 一 連 の 動 作 に よ り 、 公 衆 網 １ １ １ に 接 続 す る こ と を 試 み る 端 末 は 、 ア ド ホ ッ ク ネ
ッ ト ワ ー ク １ １ ０ 内 に 存 在 す る 複 数 の ゲ ー ト ウ ェ イ を 発 見 し 、 そ の 中 か ら 帯 域 の 条 件 が 最
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も 優 れ て い る 経 路 上 に あ る ゲ ー ト ウ ェ イ を 選 択 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ［ 第 ２ の 実 施 形 態 ］
　 図 １ は 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 図 を 示 し た も の で 、 図 ２ は
第 ２ 実 施 形 態 に お け る 公 衆 網 接 続 の 経 路 を 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ に お い て 、 ゲ ー ト ウ ェ イ Xお よ び Yお よ び Zは 、 各 々 定 期 的 に ゲ ー ト ウ ェ イ 広 告 メ ッ
セ ー ジ を 作 成 す る 。 た だ し 、 各 ゲ ー ト ウ ェ イ 広 告 メ ッ セ ー ジ に 当 た っ て は 、 第 １ の 実 施 形
態 に お け る ス テ ッ プ １ ０ ４ の よ う に 、 各 ゲ ー ト ウ ェ イ が 監 視 す る 帯 域 に 関 す る 情 報 が 記 載
さ れ る 。 そ の 上 で 、 ゲ ー ト ウ ェ イ Xお よ び Yお よ び Zは 、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク １ １ ０ に
属 す る 全 て の 端 末 に 対 し て 自 身 の 存 在 を 知 ら せ る こ と を 目 的 と し て 、 各 ゲ ー ト ウ ェ イ X、 Y
、 Zが 作 成 し た ゲ ー ト ウ ェ イ 広 告 メ ッ セ ー ジ を 、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク １ １ ０ 内 に 存 在
す る 全 て の 端 末 に 対 し て ブ ロ ー ド キ ャ ス ト す る 。 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト に あ た っ て 直 接 無 線 電
波 が 届 か な い 端 末 に 対 し て は 、 [背 景 技 術 ]の 項 で 述 べ た よ う に マ ル チ ホ ッ プ 機 能 を 用 い て
中 継 送 信 さ れ る 。 中 継 の 際 、 第 １ の 実 施 形 態 に お け る ス テ ッ プ １ ０ ５ ま た は １ ０ ６ の よ う
に 、 中 継 端 末 が 、 該 中 継 端 末 が 監 視 し て い る 、 該 中 継 端 末 周 辺 の 無 線 帯 域 に 関 す る 情 報 を
、 受 信 し た ゲ ー ト ウ ェ イ 広 告 メ ッ セ ー ジ に 追 記 し 中 継 す る こ と に よ っ て 、 ゲ ー ト ウ ェ イ 広
告 メ ッ セ ー ジ に は こ の ゲ ー ト ウ ェ イ 広 告 メ ッ セ ー ジ が 経 由 し た 経 路 に 関 す る 帯 域 情 報 が 記
載 さ れ る 。 す な わ ち ゲ ー ト ウ ェ イ 広 告 メ ッ セ ー ジ は [課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 ]の 項 に て
述 べ た 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ と し て 作 用 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 上 の 動 作 に よ り 、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク １ １ ０ に 属 す る 全 て の 端 末 は 、 第 １ の 実 施
形 態 に お け る ス テ ッ プ １ ０ ７ と 同 様 に 、 該 端 末 か ら マ ル チ ホ ッ プ 機 能 を 用 い て 到 達 可 能 な
全 て の ゲ ー ト ウ ェ イ の 存 在 を 知 り 、 か つ そ の ゲ ー ト ウ ェ イ に 至 る ア ド ホ ッ ク 内 経 路 を 知 り
、 か つ そ の 経 路 の 帯 域 情 報 を 得 る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 動 作 に よ り 、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク １ １ ０ に 属 す る 端 末 Aが 、 公 衆 網 １ １ １ に 属
す る 端 末 Nに 接 続 す る こ と を 試 み る と き に は 、 端 末 Aは 既 に 受 動 的 に ゲ ー ト ウ ェ イ Xお よ び Y
お よ び Zの 存 在 を 認 知 し て お り 、 か つ ゲ ー ト ウ ェ イ Xに 至 る 経 路 ５ １ と そ の 帯 域 情 報 ６ １ 、
お よ び ゲ ー ト ウ ェ イ Yに 至 る 経 路 ５ ２ と そ の 帯 域 情 報 ６ ２ 、 お よ び ゲ ー ト ウ ェ イ Zに 至 る 経
路 ５ ３ と そ の 帯 域 情 報 ６ ３ を 獲 得 し て い る （ 図 ２ ） 。 し た が っ て 、 第 １ の 実 施 形 態 に お け
る ス テ ッ プ １ ０ ９ と 同 様 の 動 作 に よ り 、 経 路 ５ １ ～ ５ ３ の 中 か ら 最 適 な 経 路 ５ １ を 選 択 し
た 端 末 Aは 、 ス テ ッ プ １ １ ０ と 同 様 の 動 作 を 通 じ て 、 最 も 帯 域 値 が 大 き い 経 路 ５ １ に よ っ
て 利 用 で き る ゲ ー ト ウ ェ イ Xを 介 し て 、 公 衆 網 １ １ １ に 属 す る 端 末 Nに 接 続 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 上 の 一 連 の 動 作 に よ り 、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク １ １ ０ に 属 す る 全 て の 端 末 は 、 ゲ ー
ト ウ ェ イ X、 Y、 Zか ら 発 せ ら れ る ゲ ー ト ウ ェ イ 広 告 メ ッ セ ー ジ を 定 期 的 に 受 信 す る こ と に
よ っ て 、 ゲ ー ト ウ ェ イ Ｘ ,Ｙ ,Ｚ ま で の 経 路 と そ の 帯 域 に 関 す る 情 報 を 定 期 的 に 把 握 す る こ
と が 可 能 に な る 。 し た が っ て 、 公 衆 網 １ １ １ に 接 続 す る こ と を 試 み る 端 末 は 、 新 た な ゲ ー
ト ウ ェ イ 発 見 お よ び 選 択 に か か る 動 作 を 行 う こ と な く 即 座 に 、 帯 域 の 条 件 が 最 も 優 れ て い
る 経 路 上 に あ る ゲ ー ト ウ ェ イ を 選 択 す る こ と が 可 能 に な る 。 ま た 、 第 １ の 実 施 形 態 と は 異
な り 、 ゲ ー ト ウ ェ イ が ゲ ー ト ウ ェ イ 広 告 メ ッ セ ー ジ を 定 期 的 に 発 信 す る こ と に よ り 、 た と
え ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク １ １ ０ 内 端 末 の 移 動 や 通 信 状 況 、 無 線 伝 播 環 境 の 変 化 等 に よ り
ゲ ー ト ウ ェ イ に 至 る 経 路 が 失 わ れ た り あ る い は そ の 経 路 の 帯 域 が 変 化 し た と し て も 、 そ の
変 化 を 反 映 し て 、 ゲ ー ト ウ ェ イ に 至 る 新 し い 経 路 あ る い は そ の 経 路 の 最 新 の 帯 域 情 報 を 、
ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク １ １ ０ 内 の 全 端 末 に 定 期 的 に 知 ら せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ［ 第 ３ の 実 施 形 態 ］
　 図 ４ は 第 ３ の 実 施 形 態 に よ る ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 図 、 図 ５ は 第 ３ の 実 施 形 態
に お け る 公 衆 網 接 続 の 経 路 を 示 し た 図 で あ り 、 図 ６ は 第 ３ の 実 施 形 態 の 動 作 の 流 れ を 示 す
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シ ー ケ ン ス で あ る 。 図 ４ で は 図 １ に 端 末 Hが 追 加 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ４ に お い て 、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク １ １ ０ に 属 す る 端 末 Aが 、 公 衆 網 １ １ １ に 属 す
る 端 末 Nに 接 続 す る こ と を 初 め て 試 み る と き 、 端 末 Aは 第 １ の 実 施 形 態 に 基 づ き 最 適 な ゲ ー
ト ウ ェ イ Xを 選 択 す る と す る 。 た だ し 、 端 末 Aか ら ゲ ー ト ウ ェ イ Xに 至 る 経 路 ５ １ 上 に 存 在
す る 中 継 端 末 Bお よ び 中 継 端 末 Cお よ び ゲ ー ト ウ ェ イ Xは 、 該 中 継 端 末 B、 C自 身 が 端 末 Aに よ
る 公 衆 網 端 末 Nへ の 接 続 の た め の 経 路 ５ １ 上 に 存 在 し て お り 、 そ れ に お け る パ ケ ッ ト 中 継
の 役 割 を 担 っ て い る と い う こ と を 一 定 期 間 記 憶 す る 。 こ の 期 間 中 に 、 前 記 を 記 憶 し て い る
端 末 、 例 え ば 端 末 Cが 監 視 す る 無 線 帯 域 に 変 化 が 生 じ た 場 合 、 端 末 Cは 該 帯 域 変 化 に 関 す る
情 報 を 端 末 Aに 対 し て 通 知 す る こ と を 目 的 と し て 、 端 末 Cは 端 末 Cが 監 視 す る 無 線 帯 域 に 関
す る 情 報 を 記 載 し た メ ッ セ ー ジ で あ る 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 作 成 し 、 端 末 Cに 隣 接 す
る 端 末 に 対 し て ブ ロ ー ド キ ャ ス ト す る （ ス テ ッ プ ２ ０ １ ） 。 た だ し 、 こ の ブ ロ ー ド キ ャ ス
ト に お い て 端 末 Cは 、 経 路 ５ １ 上 で 端 末 Aと 逆 方 向 に 存 在 す る ゲ ー ト ウ ェ イ Xに 対 し て は 送
信 を 行 わ な い 。 ス テ ッ プ ２ ０ １ に お い て 端 末 Cに よ っ て ブ ロ ー ド キ ャ ス ト さ れ た 帯 域 情 報
通 知 メ ッ セ ー ジ は 、 端 末 Cに 隣 接 す る 端 末 Bお よ び 端 末 Hに よ っ て 受 信 さ れ る 。 ス テ ッ プ ２
０ ２ に お い て 端 末 Bは 、 端 末 Bが 監 視 し て い る 端 末 B周 辺 の 無 線 帯 域 に 関 す る 情 報 を 、 受 信
し た こ の 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ に 追 記 し 、 端 末 Bの 隣 接 端 末 （ た だ し 、 端 末 Cを 除 く ） に
対 し て ブ ロ ー ド キ ャ ス ト す る 。 端 末 Bに お け る ス テ ッ プ ２ ０ ２ と 同 様 に 、 ス テ ッ プ ２ ０ ３
に お い て 端 末 Hは 、 端 末 Hが 監 視 し て い る 端 末 H周 辺 の 無 線 帯 域 に 関 す る 情 報 を 、 受 信 し た
こ の 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ に 追 記 し 、 端 末 Hの 隣 接 端 末 （ た だ し 、 端 末 Cを 除 く ） に 対 し
て ブ ロ ー ド キ ャ ス ト 送 信 す る 。 ス テ ッ プ ２ ０ ２ に お い て 端 末 Bに よ っ て ブ ロ ー ド キ ャ ス ト
送 信 さ れ た 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ は 、 端 末 Bに 隣 接 す る 端 末 Aに よ っ て 受 信 さ れ 、 端 末 A
は 受 信 し た こ の 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を も と に 、 第 １ の 実 施 形 態 に お け る ス テ ッ プ １ ０
７ と 同 様 に 、 経 路 ５ １ に 関 す る 帯 域 情 報 ６ １ を 更 新 し て 新 た に 帯 域 情 報 ３ ６ １ を 算 出 す る
（ ス テ ッ プ ２ ０ ４ ） 。 他 方 、 ス テ ッ プ ２ ０ ３ に お い て 端 末 Hに よ っ て ブ ロ ー ド キ ャ ス ト 送
信 さ れ た 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ は 、 ス テ ッ プ ２ ０ ４ と 同 様 に 、 端 末 Hに 隣 接 す る 端 末 Aに
よ っ て 受 信 さ れ 、 端 末 Aは 受 信 し た こ の 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を も と に 、 端 末 Hお よ び 端
末 Cを 経 由 し て ゲ ー ト ウ ェ イ Xに 至 る 経 路 ３ ５ ４ を 新 た に 認 知 し 、 か つ 受 信 し た こ の 帯 域 情
報 通 知 メ ッ セ ー ジ を も と に 、 経 路 ３ ５ ４ に 関 す る 帯 域 情 報 ３ ６ ４ を 算 出 す る （ ス テ ッ プ ２
０ ５ ） 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 上 の 動 作 に よ り 、 端 末 Aは 、 端 末 Nに 接 続 す る た め に ゲ ー ト ウ ェ イ を 利 用 す る 経 路 と し
て 経 路 ５ １ 、 ５ ２ 、 ５ ３ 、 ３ ５ ４ を 認 識 す る に 至 り 、 か つ そ れ ぞ れ の 経 路 に 対 応 す る 最 新
の 帯 域 情 報 ３ ６ １ 、 ６ ２ 、 ６ ３ 、 ３ ６ ４ を 得 る 。 そ し て 端 末 Aは 、 第 １ の 実 施 形 態 に お け
る ス テ ッ プ １ １ ０ と 同 様 に 最 も 帯 域 が 大 き い 経 路 を 選 択 し （ ス テ ッ プ ２ ０ ６ ） 、 こ の 経 路
を 利 用 し て ゲ ー ト ウ ェ イ を 介 し 端 末 Nに 接 続 す る こ と が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 帯 域 情 報 ３
６ １ 、 ６ ２ 、 ６ ３ 、 ３ ６ ４ を 比 較 し た と き に こ の 中 で 帯 域 情 報 ６ ３ が 最 大 の 帯 域 値 で あ っ
た 場 合 、 ス テ ッ プ ２ ０ ６ に お い て 端 末 Aは 、 そ れ ま で に 利 用 し て い た 経 路 ５ １ お よ び ゲ ー
ト ウ ェ イ Xの 利 用 を 止 め 、 経 路 ５ ３ を 経 由 し た ゲ ー ト ウ ェ イ Zの 利 用 に 切 り 替 え る 。 あ る い
は 例 え ば 、 帯 域 情 報 ３ ６ １ 、 ６ ２ 、 ６ ３ 、 ３ ６ ４ を 比 較 し た と き こ の 中 で 帯 域 情 報 ３ ６ ４
が 最 大 の 帯 域 値 で あ っ た 場 合 、 ス テ ッ プ ２ ０ ６ に お い て 端 末 Aは 、 ゲ ー ト ウ ェ イ Xを 利 用 す
る こ と は 変 更 し な い が 、 ゲ ー ト ウ ェ イ Xに 至 る ま で の 経 路 を 経 路 ５ １ か ら 経 路 ３ ５ ４ に 切
り 替 え る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 上 に て 説 明 し た よ う に 、 第 １ の 実 施 形 態 の 特 徴 に 加 え 、 ス テ ッ プ ２ ０ １ ～ ２ ０ ５ の 作
用 に よ り 、 公 衆 網 １ １ １ に 接 続 す る 端 末 Aは 、 ゲ ー ト ウ ェ イ に 至 る 経 路 の 帯 域 が 変 化 し た
場 合 に こ の 変 化 を 即 座 に 認 知 す る こ と が で き 、 そ の 変 化 し た 新 し い 帯 域 に 状 況 に 応 じ て ゲ
ー ト ウ ェ イ を 再 度 選 択 し な お す こ と が 可 能 と な る 。 そ れ に 加 え 、 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ
は 帯 域 の 変 化 が 生 じ た 端 末 の 周 辺 に ブ ロ ー ド キ ャ ス ト さ れ 、 複 数 の 経 路 を 通 じ て 公 衆 網 接
続 端 末 Aに 到 達 す る こ と か ら 、 端 末 Aは 同 じ ゲ ー ト ウ ェ イ に 対 し て 複 数 の 経 路 と そ の 帯 域 情
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報 を 得 る こ と が で き る た め 、 既 に 選 択 し た ゲ ー ト ウ ェ イ を 変 え る こ と な く 、 帯 域 劣 化 変 化
が 生 じ た 端 末 を 回 避 し て 新 た な 経 路 を 経 由 し て 公 衆 網 に 接 続 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 の 変 形 例 と し て は 、 ス テ ッ プ ２ ０ １ に お い て 、 端 末 Cは 端 末 Cが 監 視 す
る 無 線 帯 域 の 変 化 を 契 機 と し て 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 作 成 し 送 信 す る の で は な く 、 端
末 Cは 端 末 Cが 監 視 す る 無 線 帯 域 に 関 す る 情 報 を 隣 接 端 末 に 定 期 的 に ブ ロ ー ド キ ャ ス ト す る
場 合 も あ る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 の 変 形 例 と し て は 、 ス テ ッ プ ２ ０ １ に お い て 、 端 末 Cは 帯
域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 周 辺 端 末 に ブ ロ ー ド キ ャ ス ト 送 信 す る の で は な く 、 端 末 Aに 対 し
て ユ ニ キ ャ ス ト 送 信 す る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ［ 第 ４ の 実 施 形 態 ］
　 図 １ は 第 ４ の 実 施 形 態 に よ る ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 図 を 示 し た も の で 、 図 ２ は
第 ４ の 実 施 形 態 に お け る 公 衆 網 接 続 の 様 子 を 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 １ に お い て 、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク １ １ ０ に 属 す る 端 末 Aが 、 公 衆 網 １ １ １ に 属 す
る 端 末 Nに 接 続 す る こ と を 初 め て 試 み る と き 、 端 末 Aは 第 １ の 実 施 形 態 に 基 づ き 最 適 な ゲ ー
ト ウ ェ イ Xを 選 択 す る と す る 。 端 末 Aが 端 末 Nに 接 続 す る 目 的 で 利 用 し て い る 経 路 ５ １ 上 に
あ る ゲ ー ト ウ ェ イ Xは 、 端 末 Nと 端 末 Aの 間 で の 通 信 を 行 う た め の 中 継 を 行 っ て い る 期 間 中
、 定 期 的 に 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 作 成 し 、 端 末 Aに 対 し て こ の メ ッ セ ー ジ を 定 期 的 に
ユ ニ キ ャ ス ト 送 信 す る 。 ゲ ー ト ウ ェ イ Xに よ っ て 送 信 さ れ た 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ は 、
第 １ の 実 施 形 態 に お け る ス テ ッ プ １ ０ ４ ～ ス テ ッ プ １ ０ ７ と 同 様 の 動 作 を 経 る こ と に よ り
、 端 末 Aに よ っ て 受 信 さ れ る 。 端 末 Aは こ の 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 定 期 的 に 受 信 す る こ
と に よ り 、 経 路 ５ １ に 関 す る 帯 域 情 報 ６ １ を 更 新 し 、 新 た に 帯 域 情 報 ６ １ を 得 る 。 そ し て
端 末 Aは 、 帯 域 情 報 ６ １ 、 帯 域 情 報 ６ ２ 、 帯 域 情 報 ６ ３ を 比 較 し 、 こ の ３ つ の 帯 域 情 報 の
う ち 最 も 大 き い 値 を 持 つ 帯 域 を 有 し て い る 経 路 を 選 択 し 、 そ の 経 路 上 に あ る ゲ ー ト ウ ェ イ
を 介 し 端 末 Nに 接 続 す る 。 例 え ば 、 帯 域 情 報 ６ １ 、 ６ ２ 、 ６ ３ を 比 較 し た と き こ の 中 で 帯
域 情 報 ６ ３ が 最 大 の 帯 域 値 で あ っ た 場 合 、 端 末 Aは 、 そ れ ま で に 利 用 し て い た 経 路 ５ １ お
よ び ゲ ー ト ウ ェ イ Xの 利 用 を 止 め 、 経 路 ５ ３ を 経 由 し た ゲ ー ト ウ ェ イ Zの 利 用 に 切 り 替 え る
。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 以 上 の 一 連 の 動 作 に よ り 、 第 １ の 実 施 形 態 の 特 徴 に 加 え 、 端 末 Aが 公 衆 網 １ １ １ に 属 す
る 端 末 Nと 通 信 を 行 っ て い る と き 、 ゲ ー ト ウ ェ イ に 至 る 経 路 の 帯 域 に つ い て の 最 新 の 状 態
を 即 座 に 認 識 す る こ と が で き 、 新 し い 帯 域 状 況 に 応 じ て ゲ ー ト ウ ェ イ を 再 度 選 択 し な お す
こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 な お 、 以 上 の 第 １ か ら 第 ４ の 実 施 形 態 に お い て 、 端 末 Ａ は 、 ゲ ー ト ウ ェ イ 要 請 メ ッ セ ー
ジ を ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク 内 １ １ ０ に ブ ロ ー ド キ ャ ス ト 送 信 す る 手 段 と 、 ゲ ー ト ウ ェ イ
広 告 メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る 手 段 と 、 ゲ ー ト ウ ェ イ 広 告 メ ッ セ ー ジ ま た は 中 継 同 報 さ れ た 帯
域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を も と に 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ を 選 択 す る 手 段 を 有 し て い る 。 端 末 B
～ Hは 、 該 端 末 が 監 視 し て い る 、 該 端 末 の 周 辺 の 無 線 帯 域 に 関 す る 情 報 を ゲ ー ト ウ ェ イ 広
告 メ ッ セ ー ジ に 追 記 し て 送 信 す る 手 段 、 該 端 末 が 監 視 す る 、 該 端 末 の 周 辺 の 無 線 領 域 に 関
す る 情 報 を 通 知 す る 帯 域 情 報 通 知 メ ッ セ ー ジ を 端 末 Aに 送 信 す る 手 段 、 該 メ ッ セ ー ジ を 同
報 送 信 し 、 中 継 す る 手 段 を 有 し て い る 。 ま た 、 ゲ ー ト ウ ェ イ Ｘ ,Ｙ ,Ｚ は ゲ ー ト ウ ェ イ 広 告
メ ッ セ ー ジ を 作 成 す る 手 段 と 、 端 末 Ａ に 対 し て ゲ ー ト ウ ェ イ 広 告 メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る 手
段 を 有 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 、 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お い て 、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク か ら 公 衆 網 に 接 続 す る 様 子 を
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表 し た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ の 実 施 形 態 の 動 作 を 示 す シ ー ケ ン ス 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ３ の 実 施 形 態 に お い て 、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク か ら 公 衆 網 に 接 続 す る 様 子 を
表 し た 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ３ の 実 施 形 態 の 動 作 を 示 す シ ー ケ ン ス 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク に 属 し 、 隣 接 す る ２ つ の 端 末 の 関 係 を 表 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 技 術 に お い て 前 提 と さ れ て い る ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 A～ H    ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク に 属 す る 端 末
　 X～ Z    ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク に 属 す る 端 末 で あ っ て 、 公 衆 網 に 接 続 す る 機 能 を 有 す
る ゲ ー ト ウ ェ イ
　 N    公 衆 網 に 属 す る 端 末
　 １ １ 、 １ ２ 　 　 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク に 属 す る 隣 接 す る 端 末
　 １ ３ 　 　 端 末 １ １ の 無 線 電 波 到 達 範 囲
　 １ ４ 　 　 端 末 １ ２ の 無 線 電 波 到 達 範 囲
　 １ ５ 　 　 端 末 １ １ と 端 末 １ ２ が 互 い に 隣 接 関 係 に あ り 直 接 電 波 を 送 受 信 し 通 信 を 行 う こ
と が 可 能 で あ る 状 態 を 示 す 結 線
　 １ ６ 　 　 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク 内 に お い て 、 端 末 組 が 隣 接 関 係 に あ り 直 接 電 波 を 送 受
信 し 通 信 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 状 態 を 示 す 結 線 の 群
　 １ ７ 　 　 公 衆 網 １ １ １ 内 に お い て ゲ ー ト ウ ェ イ Xか ら 端 末 Nに 至 る 経 路
　 １ ８ 　 　 公 衆 網 １ １ １ 内 に お い て ゲ ー ト ウ ェ イ Yか ら 端 末 Nに 至 る 経 路
　 １ ９ 　 　 公 衆 網 １ １ １ 内 に お い て ゲ ー ト ウ ェ イ Zか ら 端 末 Nに 至 る 経 路
　 １ １ ０ 　 　 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク
　 １ １ １ 　 　 公 衆 網
　 ５ １ 　 　 端 末 Aか ら 、 B、 C、 Xを 経 て 公 衆 網 に 至 る 経 路
  ５ ２ 　 　 端 末 Aか ら 、 D、 E、 Yを 経 て 公 衆 網 に 至 る 経 路
　 ５ ３ 　 　 端 末 Aか ら 、 F、 G、 Zを 経 て 公 衆 網 に 至 る 経 路
　 ６ １ 　 　 経 路 ５ １ の 帯 域 に 関 す る 情 報
　 ６ ２ 　 　 経 路 ５ ２ の 帯 域 に 関 す る 情 報
　 ６ ３ 　 　 経 路 ５ ３ の 帯 域 に 関 す る 情 報
　 ３ ５ ４ 　 　 端 末 Aか ら 、 H、 C、 Xを 経 て 公 衆 網 に 至 る 経 路
　 ３ ６ １ 　 　 経 路 ５ １ か ら の 帯 域 に 関 す る 最 新 の 情 報
　 ３ ６ ４ 　 　 経 路 ３ ５ ４ の 帯 域 に 関 す る 情 報
　 １ ０ １ ～ １ ０ ９ 、 ２ ０ １ ～ ２ ０ ６ 　 　 ス テ ッ プ                                     
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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